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分野の行政に携わったりした経験のある人が多

く、その分だけ分析が地に足のついたものとなっ

ている。

もっとも、行政の問題点についての厳しい追

及を期待する読者には、このような記述のスタ

イルはもどかしいと感じられることがあるかも

しれない。経済的な視点からの分析が中心であ

り、各分野の歳出をめぐる政治的な背景や、歴

史的な経緯についての考察は必ずしも十分とは

言えない。

とはいえ、幅広い分野の政府支出について、

このような見取り図があることは、財政のあり

方を考えるうえで有益だ。

これから年末にかけて、今年も来年度予算を

めぐる攻防が繰り広げられる。本書をガイドブッ

クとして、議論の行方をながめていきたい。

日本の財政に対する懸念の声が聞かれるよう

になって久しい。最近の長期金利の上昇につい

ても、高市内閣が掲げる「責任ある積極財政」の

影響を指摘する声がある。日本経済の今後を考

えるうえで、財政の問題は大きな関心事の1つだ。

もっとも、財政をめぐる議論は財政赤字の話

に偏りがちだ。だが、仮に政府の支出が税収によっ

て賄われていたとしても、その支出が非効率であ

れば将来にツケが確実に回る。となれば、本来問

われるべきなのは、政府支出の中身の問題である。　

本書は、この観点から各分野の歳出に着目し、

その有効性・効率性の検証を行っている。対象

とする分野は公共投資、社会保障（医療・介護・

少子化対策）、産業政策、中小企業政策、科学技

術、労働、エネルギー、農業、地方財政と幅広く、

主要な歳出項目がほぼカバーされている。

本書の特徴の 1 つは、具体的なデータをもと

に各分野の政策の評価を行い、問題の所在を明

らかにしていることだ。財政をめぐる議論は、

ともすると限られた事例に依拠した印象論や、

特定の立場からの偏った評価となりがちだが、

本書では既存の先行研究なども参照しつつ、バ

ランスのとれた議論が展開されている。

もう 1 つの特徴は、それぞれの分野の歳出の

背景にある制度やその運用にまで踏み込んで、

分析がなされていることだ。本書の執筆者には

内閣府で経済財政白書の執筆を担当したり、各
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